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効率性

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
都

回道路清掃回数 1,586

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
1,505

区が管理する道路のうち必要な路線について、人力または機械等による清掃を定期的に行うことにより、車両や歩行者の安
全・快適な通行を確保する。

177,634

0

1,594

道路清掃（人力、機械）、路上粗大ごみの除去・処理、廃棄物等運搬・処理、集
水ます浚渫作業ほか

全部委託

（１）機械清掃　（路線延長92,480ｍ、清掃回数60回）
（２）人力清掃　（清掃面積161,235㎡、10日・5日・2日毎・毎日）
（３）特別清掃　（清掃面積 30,703㎡、週2・3回、ごみ集中箇所収集 6箇所　※山谷地区）
（４）玉姫公園周辺夜間特別清掃　（夏祭り開催期間10回）
（５）路上粗大ごみ処理、花火大会道路清掃、集水ます浚渫
（６）上記業務の実施に伴い発生するごみの処分

補助金の有無

2,246

kg 264,700 265,660

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民および道路利用者

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

事業区分

道路・公園等管理

平成２９年度　事務事業評価シート

道路法、地方自治法、廃棄物処理法根拠法令等

事業対象

事務事業名 道路清掃

　

土木課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

法令（義務）

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

良好な道路環境を維持するため、現行の事業量（頻度）を維持していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

本事業は、関係法令の規定に従い、道路管理者として日常的な道路の維持を行うものであり、必要不可欠な
事業である。

維持

評
価
結
果

清掃を確実に実施している。

4 清掃種別・作業量などに応じた委託発注を行っている。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

152,860

177,932

23,486

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 2,748

今後の方向性

1,402

179,685

0

179,094

152,854

2,246

154,903

177,634

23,380

2,051

22,832

目的達成度

２７年度 ２８年度

175,686

175,686

成果指標

3,401　人にかかるコスト（人件費など）

コストに見合った効果は得られている。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

1,500

260,000 231,215廃棄物処理量

175,693

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

　決算額　　(単位：千円) 175,692


